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解説ではつりあいの式をしたてている
が､ 問題文で
は1
運動方程式を記せと
あるのでこの形の方が
いいだろう



3，続き
斜面が変形しないことによる束縛条件の立式をする問題である。
台上から見たときの軌道が斜面に沿うことを使う。

←りくな面にそって
運動

と し て
。ーーーー 台上の観測者Qからみた
1 ） 相対加速度はT

b p= a p_ p- 。 とかける。図にすると、
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1、 ♂のこれが斜面に沿った向
きとなる
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※地面から見たときの動きもイメージしておこう。

A 左図のように書ける。
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